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研究成果の概要（和文）：仏領インドシナ地域での難民避難援助が実行されたのは、アメリカによる経済援助政
策の一環であったことが明らかとなった。これには、1949年に中華人民共和国設立によって発生した「難民」に
対して、西欧の人道主義活動団体が難民援助を行っていたことが影響していたこともわかった。ドイツおよび香
港で難民援助活動に経験のあった国務省職員が実際に関わり、人道支援活動にアメリカの慈善団体が参加するこ
とで、アメリカ市民の善意を示すことが目的とされていたことが明らかになった。政府の政策でありながら、政
府を前面に押し出さない、市民間の援助が、当初よりアメリカ政府関係者によって模索されていた。

研究成果の概要（英文）：The project divulges the reason why the refugee evacuation was taken place 
in French-Indochina. It was a part of American aid policy for the world and influenced by the ways 
in which the Western humanitarian agencies helped refugees since the establishment of People’s 
Republic of China in 1949. Thus, my project displays how the State Department officials who had 
previous refugee aid experiences in Germany and Hong-Kong joined the rescue and American aid 
organizations also took part in to show American benevolence from American citizen. Even though the 
aid was a government policy, government officials and American humanitarians made efforts to 
demonstrate it as civilian-to-civilian aid, not as government-to-government.

研究分野： アメリカ研究

キーワード： アメリカ研究　人道援助　冷戦
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は、特に 1970 年代以降「人権国家」
を標榜するようになったアメリカ合衆国（以
下合衆国）主導の人道主義と人道主義的介入
の問題点を、第二次世界大戦後のアジアにお
ける合衆国の政策を主に分析することを通
して指摘する。人権思想に関しては、人権と
いう発想そのものが歴史的・社会的構築物で
あることが、明らかにされてきた（Hunt 
2007）。特に合衆国による人権政治の問題点
は、グローバルなネオリベラル資本主義との
関係において指摘されてきた（Douzinas 
2007）。そこで、合衆国の人道主義的介入を
歴史的に分析した研究がなされたり（Bass 
2008）、合衆国の人道主義の歴史が問い直さ
れたりしている（Barnett 2011）。このよう
な人権および人道主義の歴史から人道主義
的介入の問題点に至る合衆国による人道主
義の文化および政治的意味を捉え直そうと
いう動きは、合衆国によるイラク戦争への介
入などの対イスラムおよび対テロ政策と切
り離して考えることはできない。たとえば、
イスラム過激派による女性の教育機会が奪
われているという人道的女性擁護言説が、イ
スラム過激派を悪と見なすことを可能とし、
対イスラム過激派への暴力的介入を正当化
してきたというものである（Razack 2008）。
人道主義とその政治的利用との関係につい
ては、人道的救済言説の問題点を指摘するだ
けでなく、どのように人々を動員してきたの
かということを歴史的に解明する必要性が
求められていると考えた。 
 本研究は、このように人道主義を歴史的に
位置づける視座から、難民救済に見られるよ
うな合衆国による人道主義がどのようにア
ジア諸国で実行されたのかについて分析す
ることで、合衆国による人道主義とその政治
性の関係を考察することを着想した。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、アメリカ研究、（批判的）難民
研究、人道主義研究のフィールドをつなぐこ
とによって、アメリカ主導の人道主義が、第
二次世界大戦後の対アジア政策において、ど
のように形成されてきたのかを明らかにす
ることを目的としていた。合衆国による対ア
ジア政策は、その政策の文化的背景としてオ
リエンタリズムの文脈から分析されること
が多いが、最近の冷戦研究の成果を踏まえて、
冷戦期の政治文化的文脈を考慮にいれ、合衆
国の冷戦期オリエンタリズムの視点から分
析したいと考えた。そのため、特に、アメリ
カ政府によるベトナム支援への始まりであ
る 1954 年から 55 年に実行された「自由への
道作戦（Operation Passage to Freedom）」
などの作戦がどのように実行され、またその
作戦に IRC がどのように協力したのかにつ
いて、また、南ベトナム建国について、合衆
国の日本占領体験がどのように影響を与え
たのかについて、そしてこれらを通して、人

道支援作戦と戦争協力の関係を明らかにし
たい。合衆国政府と民間慈善団体との協力関
係を調査することで、冷戦期に人道主義と合
衆国の対アジア政策が複雑に絡み合ってい
たことを明らかにすることでもある。以上の
ように人道主義政策の政治性を明らかにす
ることに加えて、合衆国による対アジア政策
の変遷を新自由主義的な視点から分析する。
合衆国への南ベトナムへの介入は、合衆国に
よる市場拡大という目的のためと理論的に
は指摘されて（McMahon）久しいが、その
人道主義的政策との結びつきはいまだ十分
には明らかにされていない。そのため、第二
次世界大戦後の合衆国の対アジア政策の内
実を政治的・文化的文脈から明らかにしたい
と考えた。 
 
３．研究の方法 
 27 年度・28 年度ともに史料調査を中心に
研究を行った。主に International Rescue 
Committee（IRC）の合衆国政府との関係およ
び彼らの南ベトナムにおける活動と日本お
よびフィリピンやヨーロッパにおける活動
の連関を分析するために、フーヴァー研究所
で IRC に関する史料を調査し、冷戦リベラリ
ズムとオリエンタリズムの接点を考察した。
また、Edward G. Lansdaleおよび Christopher 
T. Emmetについての史料もフーヴァー研究所
で調査し、彼らと IRC との関係や、彼ら自身
のベトナムおよびインドシナ理解を、彼らの
アジア観および体験を考慮にいれつつ分析
し、1950 年代から 60 年代にかけての合衆国
のアジア理解、および人道主義、および政策
の複雑な絡まり合いを分析した。 
 また、28 年度にはベトナム・ハノイにある
軍事博物館および歴史博物館などを訪問し、
ベトナムにおける南北分断および抗米救国
戦争がどのように語られているのか、そして
南北分断に伴う難民避難について語られて
いるのか否かなどについて調査した。 
 
４．研究成果 
 1950 年代からのアメリカによる世界への
援助政策の一環として、アメリカによる仏領
インドシナ地域への難民援助が実行された
ことが明らかとなった。これには、1949 年に
中華人民共和国設立によって発生した「難
民」が香港へ流入したことに対して、西欧の
人道主義活動団体が難民援助を行っていた
ことが影響していたこともわかった。このよ
うな冷戦政治・文化文脈のなかで、対アジア
政策として、南北ベトナム分断による難民の
発生およびその退避に対する援助は、重要な
位置を占めるものであった。 
 とくに「自由への道作戦」は、国務省の援
助プログラムの一環としてドイツおよび香
港で難民援助活動に経験のあった国務省職
員が実際に関わり、人道支援活動にアメリカ
の慈善団体が参加することで、アメリカ市民
の善意を示すことが目的とされていたこと



が明らかになった。政府の政策でありながら、
政府が前面に押し出されない市民間の援助
が当初よりアメリカ政府関係者によって模
索されていたことは、非政府組織と政府組織
が連携するなかで、南ベトナム建国が進展し
ていったことを意味しており、従来の先行研
究が主張してきたアメリカ政府主導の対南
ベトナム政策という視点を複雑化するもの
であることが明らかとなった。 
 研究成果は、日本国内においては日本移民
学会、国際学会としては Organization of 
American Historians で研究発表をおこなっ
た。また、著作 2点では研究成果をさらに広
い視点から論じ、アメリカ難民政策の全体像
や、アメリカ難民政策の問題点などについて、
初学者にもわかりやすいような内容で論じ
た。28 年度の研究成果を、29 年 6 月の日本
移民学会年次大会、7 月に国際若手研究者フ
ォーラムなどで発表していく予定である。 
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